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隔離ほ場試験のデータトランスポータビリティの定義と背景

実験室

温室

隔離ほ場＊

• 栽培環境が異なれば、異なる生育を示す可能性がある
• 栽培国では検出されなかった重要な差異が、検出されるかもしれない

*栽培国では、国ごとに実施
⁻米、加、豪、南米ではDTの試みが開始されている
輸入国では、日本と中国のみ実施

3



隔離ほ場試験のデータトランスポータビリティに関する
ILSI Japanの過去の主な活動

2016年5月 ILSI ERA国際ワークショップ
‐日・米・豪間でのERAにおける評価エンドポイントの比較

2016年11月 ILSI ERA国際ワークショップのフォローアップ勉強会
‐｢競合における優位性」を評価する際に重要な項目の考察

2018年10月 ILSI Japan バイテク研究会による論文発表 (育種学研究)
‐GMトウモロコシ、ワタ、ダイズの競合における優位性に関する評価方法と
そのデータトランスポータビリティ

2018年11月 ILSI ERA国際ワークショップ
‐育種学研究掲載論文の口頭発表
‐日本・米国・EU・アルゼンチンにおける隔離ほ場試験のデータトランスポータビリティに
関する考え方の比較
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2016年5月: ILSI ERA国際ワークショップの振り返り

•日・米・豪で共通な目的は、
GM作物が「侵略的で有害な
雑草となるか (競合における
優位性を獲得するか)」を評価
すること

隔離ほ場試験の目的

5
2016年 ILSI ERA国際ワークショップ パネルディスカッションより引用
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② トウモロコシ、ワタ及びダイズのような栽
培作物が侵略的雑草となるには、まずは雑草
になる (自生化する) ことが必要条件

2016年11月: ILSI ERA国際ワークショップのフォローアップ
勉強会の振り返り①

① 競合における優位性の評価とは、遺伝子組
換え植物が、侵略的で有害な雑草 (競合にお
ける優位性を獲得する) となり得るかを評価
すること

黒川先生(農研機構)の発表資料より抜粋

河川敷に侵入する
アレチウリ

畑を覆うイチビ
黒川先生(農研機構)の発表資料より抜粋



2016年11月: ILSI ERA国際ワークショップのフォローアップ
勉強会の振り返り②
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③ 栽培作物が自生化するためには、少なくとも
脱粒性、休眠性を獲得することが必要

• GMトウモロコシ、ワタ、ダイズの「競合
における優位性」の評価は、自生能力に
関わる項目（脱粒性、休眠性）の評価が
重要

ILSI ERA国際ワークショップの
フォローアップ勉強会の結論

黒川先生(農研機構)の発表資料より抜粋



2018年10月: ILSI Japan による隔離ほ場試験の
データトランスポータビリティに関する発表論文
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① 宿主植物を自生能力に応じて分類

・トウモロコシ
・ワタ
・ダイズ

ケースバイケースで判断
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※交雑可能な近縁種が存在する場
合は、その近縁種に遺伝子が導入
された場合の影響を別途評価する
必要あり

NoYes

Yes No

宿主が自生能力を持つことが知られているか

自生能力に関わる項目 (脱粒性及
び休眠性) に変化が無いか評価※

宿主が競合における優位性
を持つことが知られている
か

宿主が競合における
優位性を持つ可能性
があるものとして評
価※

宿主が競合における
優位性を持つ可能性
が無いものとして評
価※

グループA

グループBグループC

トウモロコシ、ワタ、ダイズは自生能力のない宿主に分類される



• トウモロコシ、ワタ、ダイズは、栽培化の過程で脱粒性及び休眠性を失っている
• 世界中の多様な環境条件で栽培されているが、これらの脱粒性及び休眠性の特性が異なる環境条件
下で変化することはない

脱粒性

• 成熟後も子実が穂
軸から離れることは
ない

休眠性
• 持たない

脱粒性
• 綿毛に覆われている

休眠性

• 一次休眠があるが、
収穫後2-3ヶ月で消失

脱粒性

• 裂莢性を持たな
い

休眠性
• 持たない

② トウモロコシ、ワタ、ダイズが自生能力を持たない要因とその考察
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GMトウモロコシ、ワタ、ダイズの自生能力の獲得に関する隔離ほ場試験結果は、
環境条件に依存しない



日本 米国
ほ場数 1か所 平均８か所
ほ場の場所 基本的に同じ 作物の栽培地域に応じて異なる
供試材料 • 組換え品種

• 非組換え品種 (遺伝的背景が同じ）
• 組換え品種
• 非組換え品種 (遺伝的背景が同じ）
• 3-4種類の商業栽培品種

トウモロコシ

ワタ

ダイズ

米国では、複数箇所で商業
栽培品種を加えた、大規模
なほ場試験が行われている

結論

③ 米国で実施される隔離ほ場試験の信頼性の検証 (1)
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米国の隔離ほ場試験で実施されたGMトウモロコシ、ワタ、ダイズに関する
調査結果は、日本での生物多様性影響評価にも適用できる

T T

TT
C

C

C

CR1

R1
R1

R1R2
R2

R2

R2

R3R3 R3

R3

R4
R4
R4

R4

• 供試材料:
– 組換え品種
– 非組換え品種 (導入遺伝子を除く遺伝的背景は組換え品種と類似)
– 商業栽培品種

• 4つの商業栽培品種
• 自然変動の範囲を把握する目的

• 試験デザイン
– Randomized Complete Block Design
– 4 反復

• 日本独自のデータは１箇所のほ場から取得している
a.形態及び生育の特性
b.生育初期における低温耐性＊

c. 成体の越冬性*
d.花粉の稔性及びサイズ
e.種子の生産量、脱粒性、休眠性及び発芽率
f. 交雑率
g.有害物質の産生性＊

＊日本独自の要求項目

-T (組換え品種)
-C (非組換え品種)
-R1, R2, R3, R4
(商業栽培品種)

③ 米国で実施される隔離ほ場試験の信頼性の検証 (2)
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ILSI Japanが発表した論文の結論

GMトウモロコシ、ワタ、ダイズの「競合における優位性」に関する評価は、
栽培環境の類似性や導入遺伝子の特性に関わらず、海外の隔離ほ場試験データ
を用いて行うことができる

データトランスポータビリティ

データトランスポータビリティ 13



GMダイズ
除草剤耐性

(CP4 EPSPS)/
害虫抵抗性
(Cry1Ab)

新規除草剤耐性/
害虫抵抗性

高収量 (作用機序
が十分明らかと
なっていない)

米国
（栽培） Yes Yes Yes

EU
（輸入/栽培） Yes Yes Yes

アルゼンチン
(栽培) Yes Yes Yes

日本
(輸入/栽培) Yes No

除草剤耐性
(CP4 EPSPS)/
害虫抵抗性
(Cry1Ab)

新規除草剤耐性/
害虫抵抗性

高収量 (作用機序
が十分明らかと
なっていない)

米国
（栽培） Yes Yes Yes

EU
（輸入/栽培） Yes Yes Yes

アルゼンチン
(栽培) Yes Yes Yes

日本
(輸入/栽培) No No No

2018年11月: ILSI ERA国際ワークショップの振り返り

日本・米国・EU・アルゼンチンにおける隔離ほ場試験のデータトランスポータビリティの
可否の比較 (2018年11月時点）

2019年3月26日
GMトウモロコシ・ワタ

2019年10月28日
YesNo

GMトウモロコシ

2018年 ILSI ERA国際ワークショップ Day2 ケーススタディより引用 14



ここまでの
まとめ

• 日・米・豪での隔離ほ場試験の共通な目的は、GM
作物が「侵略的で有害な雑草となるか (競合におけ
る優位性を獲得するか)」を評価すること

• GMトウモロコシ、ワタ、ダイズの「競合における
優位性」の評価は、自生能力に関わる項目（脱粒性、
休眠性）の評価が重要

• GMトウモロコシ、ワタ、ダイズの「競合における
優位性」に関する評価は、栽培環境の類似性や導入
遺伝子の特性に関わらず、海外の隔離ほ場試験デー
タを用いて行うことができる (ILSI Japan 発表論
文より）

• 米国・EU・アルゼンチンにおいても、 GMトウモ
ロコシ、ワタ、ダイズの隔離ほ場試験のデータトラ
ンスポータビリティは、栽培環境の類似性や導入遺
伝子の特性に依存しないことが確認された
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ILSI Japanが提唱するデータトランスポータビリティの条件と
日本の現状との相違

宿主作物 導入遺伝子
ILSI Japan • トウモロコシ

• ワタ
• ダイズ

• 導入遺伝子の特性を問わず

日本
(局長通知)

• トウモロコシ
• ワタ

• 査読を受けた論文等で、作用機序が明らかにされている
• 生物多様性影響の程度が、既に第一種使用規程の承認を受け
ている遺伝子組換え植物であって、宿主を同一とするものの
生物多様性影響と同程度以下と認められるもの

1.GMダイズのデータトランスポータビリティの可否
 GMダイズの隔離ほ場試験に関する知見の公表

2.導入遺伝子に条件を課す必要性の有無

より科学的な生物多様性影響評価の実現に向けた今後の論点
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COI Disclosure Information
Shuichi Nakai

I have the following financial relationships to disclose.

Seeds & Traits Japan Lead for Bayer Crop Science K.K.

A Member of ILSI Japan
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